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道

Ⅰ

 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑦
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
八
月
十
五
日
は
、
日
本
人
に
と

っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
終

戦
記
念
日
」
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
が
東
京
日
本
武
道
館
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
て
、
私
も
出
席
し

て
き
ま
し
た
。
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
も
ご
臨
席
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

七
千
人
の
方
々
が
参
列
し
て
平
和

を
誓
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
か
ら
六
十
四
年
前
、
日
本
国

は
敗
戦
に
よ
り
、
食
物
を
は
じ
め
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
が
乏
し
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
困
の
ど
ん

底
か
ら
立
ち
上
が
り
、
今
や
世
界

に
勝
る
経
済
大
国
に
な
り
ま
し
た
。 

　
当
時
は
、
ま
さ
に
低
炭
素
社
会

で
し
た
。
焼
野
原
だ
っ
た
、
大
都

会
東
京
。
そ
れ
が
、
世
界
に
誇
る

「
発
熱
都
市
大
東
京
」
。
電
気
、

ガ
ス
、
車
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
膨
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
真
夏
の
東
京

を
赤
く
染
め
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。

高
層
ビ
ル
群
の
明
か
り
が
眩
し
く
、

眼
下
に
は
、
車
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト

の
銀
白
色
が
帯
の
よ
う
に
郊
外
へ 

と
延
び
て
見
え
る
。 

　
東
京
は
、
地
球
上
の
ど
こ
の
都

市
よ
り
も
発
熱
ガ
ス
が
激
し
い
。

こ
の
百
年
間
で
、
都
心
の
平
均
気

温
は
三
度
上
昇
し
て
い
る
と
か
。

（
一
月
五
日
付
け
朝
日
新
聞
よ
り
）

東
京
に
集
ま
る
電
気
の
約
七
割
は
、

化
石
燃
料
か
ら
作
ら
れ
る
。
石
油

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、

天
然
ガ
ス
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
世
界
中
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
。
車
の
ガ
ソ
リ
ン
は

九
割
を
中
東
諸
国
に
依
存
し
て
い

る
。
世
界
最
大
の
産
油
国
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
首
都
リ
ヤ
ー
ド
で
は
、

気
温
四
〇
度
を
超
す
夏
の
昼
間
を

避
け
、
夜
中
に
仕
事
の
無
い
若
者

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
乗
り
回

し
て
賑
わ
う
。 

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
は
、
こ
ん

な
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
父
の
交
通
手
段
は
ラ
ク
ダ
だ
っ

た
。
私
は
自
動
車
を
運
転
す
る
。

息
子
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
乗
っ
て
い

る
。
彼
の
息
子
は
、
ラ
ク
ダ
に
移

動
す
る
だ
ろ
う
」
。
こ
の
こ
と
わ 

佐藤隆二郎（②・高　瀬） 

須貝　和孝（③・高　田） 

須貝　　徹（③・高　田） 

須貝　正明（④・中　束） 

阿部　充宏（⑤・大　島） 

佐藤　伸一（⑤・上土沢） 

板越　貴裕（⑤・幾　地） 

 

 

 

 

 

－優良分団表彰－ 

　郡市ポンプ操法競技会

小型ポンプの部で見事２

年連続優勝し、新潟県消

防大会ポンプ操法競技会

に出場し、健闘した功績

◎第６分団  

（分団長・新野清・片貝） 

－勤続章－ 

（25年以上勤続） 

平田　　均 

　　　　（副団長・下関） 

松田　　一（⑤・山　本） 

近　　英夫（⑤・幾　地） 

新野　健一（⑥・金　丸） 

伊藤　政徳（⑥・　沼　） 

菅　　角雄（⑦・久　保） 

前田　新吾（⑦・鮖　谷） 

川又　　学（⑦・鮖　谷） 

五十嵐正一（⑦・上川口） 

 

《村消防団長表彰》 

－勤労章－ 

須貝　圭介（③・高　田） 

平田　勝彦（③・　桂　） 

平田　　稔（③・松　平） 

高橋　　充（④・中　束） 

内山　　巧（④・南　中） 

近　　和也（④・朴　坂） 

駒沢　勝明（④・深　沢） 

沢田　　浩（⑤・大　島） 

高橋　　猛（⑦・金　俣） 

伊藤　孝幸（②・上　関） 

高井　龍一（②・高　瀬） 

渡邉　晃夫（②・　沢　） 

小池　正明（③・高　田） 

大島　克巳（④・上野新） 

横山　正人（⑦・久　保） 

本間　雅彦（⑦・安　角） 

－勤続章－ 

駒沢　　功（⑤・鍬江沢） 

須貝　敏徳（③・高　田） 

渡邉　信彦（②・上　関） 

須貝　圭介（③・高　田） 

伊藤　広行（②・上　関） 

伊藤　孝幸（②・上　関） 

高井　龍一（②・高　瀬） 

渡邉　晃夫（②・　沢　） 

渡邉　栄稔（③・高　田） 

小池　正明（③・高　田） 

平田　正和（③・滝　原） 

大島　克巳（④・上野新） 

板越　隆志（⑤・幾　地） 

横山　正人（⑦・久　保） 

本間　雅彦（⑦・安　角） 
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ざ
は
、
地
球
温
暖
化
の
将
来
を
暗

示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
石

油
に
支
え
ら
れ
て
き
た
大
量
の
消

費
社
会
は
、
い
ず
れ
終
わ
り
を
迎

え
る
。 

　
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
低
炭

素
社
会
を
作
り
出
す
こ
と
を
、
子
々

孫
々
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

義
務
と
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

九
月
一
日
、
関
川
村
で
交
通
安
全

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

田
村
長
は
、
激
励
の
言
葉
で
「
道
」

は
縄
文
時
代
か
ら
あ
り
、
道
の
大

切
さ
を
現
代
の
交
通
に
結
び
つ
け

ま
し
た
。 

　
道
路
は
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の 

で
き
な
い
手
段
で
す
。
一
般
道
や

高
速
道
路
な
ど
、
現
代
で
は
整
備

さ
れ
、
昔
の
歩
く
道
、
物
を
運
ぶ

人
力
車
、
牛
馬
車
が
使
っ
た
道
と

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
進
歩
し
ま

し
た
。
文
明
社
会
、
文
明
の
利
器
、

自
動
車
と
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
、
利

便
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
道
路

は
、
私
ど
も
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
文
明
の
利
器
。
し
か
し
、

手
放
し
で
喜
べ
な
い
。
人
命
を
失

う
交
通
事
故
が
付
き
ま
と
う
。 

　
平
成
二
十
一
年
七
月
末
現
在
、

県
内
で
高
齢
者
に
よ
る
歩
行
中
死

亡
事
故
数
は
十
九
人
。
あ
な
た
の

普
段
の
行
動
が
命
取
り
に
な
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。（
次
号
に
つ
づ
く
） 

《県知事表彰》 

－功績章－ 

船山　竹彦（①・打　上） 

渡辺　大輔（②・上　関） 

新野　　清（⑥・片　貝） 

五十嵐　忠（⑦・上川口） 

 

《県消防協会長表彰》 

－功績章－ 

河内　政彦（③・上野山） 

大島　　聡（④・上野新） 

富樫　一男（⑤・上土沢） 

 

《県知事と県消防協会長表彰》 

－精勤賞（20年以上勤続）－ 

船山　竹彦（①・打　上） 

伊藤　　賢（①・下　関） 

加藤　匡智（①・打　上） 

佐藤　義明（⑦・蔵田島） 

山口　忠裕（①・辰田新） 

中束　修一（④・中　束） 

伊藤　忠明（④・南　中） 

照井　信明（④・深　沢） 

 

《県消防協会長表彰》 

－精勤章（10年以上勤続）－ 

高橋　正弘（⑦・大　石） 

菅原　　健（⑥・片　貝） 

渡邉　賢一（①・下　関） 

新野　　健（①・南赤谷） 

渡邉　雅紀（②・　沢　） 

須貝　　出（③・高　田） 

平田　澄人（③・滝　原） 

須貝　直明（④・中　束） 

大島　毅彦（④・上野新） 

冨樫　吉栄（⑤・下土沢） 

井上　政和（⑥・　沼　） 

前田　智博（⑦・鮖　谷） 

 

《県消防協会岩船地区支会長表彰》 

－功績章－ 

高橋　清彦（①・下　関） 

伊藤　啓助（③・松　平） 

須貝　敏徳（③・高　田） 

高橋　数文（④・蛇　喰） 

渡邉　喜和（④・小和田） 

山口　　徹（⑤・上土沢） 

阿部　達也（⑤・大　島） 

高橋　正之（⑤・鍬江沢） 

－23年以上勤続団員の家族－ 

小池　るみ（下　関） 

河内　　緑（上野山） 

五十嵐陽子（上川口） 

丹内　慶子（金　丸） 

高橋　　榮（金　俣） 

今　　幸子（金　丸） 

佐藤サチコ（蔵田島） 

加藤　春美（鮖　谷） 

《村長表彰》 

－平成19年度退職者－ 

（10年以上勤続） 

平田　　毅（③・平内新） 

近　　洋助（④・蕨　野） 

田村　　勉（⑤・大　島） 

須貝　秀之（⑤・大　島） 

大沼　浩之（⑤・上土沢） 

平田　栄次（③・　桂　） 

伊藤　信一（⑦・金　俣） 

鈴木　紀夫（①・下　関） 

横山　清彦（①・打　上） 

　村の消防団員263人が一堂に会した秋季消防演

習と定例表彰式が、９月６日、ふれあいど～むを

会場に行われました。 

　消防演習では、非常召集訓練で各分団が一斉に

放水を行ったほか、人員・姿勢・服装・機械器具

の点検を実施。 

　また、定例表彰式では、優良消防団員やその家

族など43人に県知事や県消防協会長などから、ま

た、一定期間以上勤続した優良団員56人に村長や

団長から、それぞれ表彰状が贈られました。 

優良消防団員表彰 
○数字は分団名。敬称略。 

　今年の６月に入り、

第１期について日本脳

炎の新ワクチンが発売

されました。 

　しかし、多くの子ど

もに使用された実績が

なく、安全性の確認の

点から、国や村では現在も積極的な接種をお

勧めしていません。 

　ただし、保護者が特に希望される場合は、

第１期（標準では３歳～７歳６か月未満）の

対象者に、全額公費負担での接種が可能です。 

　接種を希望される場合は、住民福祉課健康

介護班（☎６４－１４７２）までご連絡くだ

さい。 

情報 
提供 

日本脳炎の 
予防接種について 




